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介護保険からのお知らせ

②

　世代内の公平性を確保しつつ、介護保険制度の持続可能性を高める観点から介護保険法が

改正され、現行の制度において利用者負担割合が2割の人のうち、特に所得の高い層の負担

割合が平成30年8月サービス利用分から3割になります。

　平成30年7月中旬に新たな負担割合証を送付しますので、負担割合についてご確認くだ

さい。

　負担割合は世帯状況や収入・所得状況により、次のとおりとなります。

※1　 「合計所得金額」とは、収入から公的年金等控除や給与所得控除、必要経費を控除した後で、

　　基礎控除や人的控除等の控除をする前の所得金額をいいます。

※2　 「その他の合計所得金額」とは、合計所得金額から年金の雑所得を除いた所得金額をいいます。

【現行】

【平成30年8月から】

40歳以上65歳未満

40歳以上65歳未満

年齢

2割

1割

2割

1割

1割

1割

1割

280万円以上

280万円未満

346万円以上

346万円未満

340万円以上

340万円未満

463万円以上

463万円未満

280万円以上

280万円未満

346万円以上

346万円未満

65歳

以上

年齢

65歳

以上

課税

本人の

市民税

課税

本人の

市民税

利用者

負担割合

3割

2割

3割

2割

2割

1割

2割

1割

1割

1割

1割

利用者

負担割合

本人の

合計所得金額※1

本人の

合計所得金額※1

同一世帯内の第1号

被保険者の人数

同一世帯内の第1号

被保険者の人数

世帯内の第1号被保険

者の年金収入+その他の

合計所得金額※2の合計

世帯内の第1号被保険

者の年金収入+その他の

合計所得金額※2の合計

非課税または生活保護受給者

非課税または生活保護受給者

160万円未満

160万円以上

220万円以上

160万円未満

1人

2人以上

1人

2人以上

160万円以上

220万円未満

1人

2人以上

負担割合が変更になります
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③

　現行の介護保険制度においては、介護保険料・利用者負担割合・特定入所者介護サービス

費（負担限度額認定）・高額介護（予防）サービス費等（以下、介護保険料等）の判定に用いる「合

計所得金額」の基準について、公共事業等に伴う土地収用により土地の売却等を行った場合

にはそれに伴う収入が算入され、一時的に介護保険料等の負担が大きくなっていました。

　平成30年度以降の介護保険料等の判定に用いる基準は、「長期譲渡所得・短期譲渡所得に

かかる特別控除※を控除した後の合計所得金額」となりますので、翌年の介護保険料等の負

担が一時的に大きくなることはありません。

　介護保険課　管理グループ　℡：059－369－3204〔お問い合わせ〕

※　長期譲渡所得・短期譲渡所得にかかる特別控除は、公共事業の用地買収等の場合に、長期譲渡所得・

　短期譲渡所得にかかる税額を軽減する控除のことをいいます。

所得指標の見直しについて

介護保険運営委員会の市民委員を募集します
　鈴鹿亀山地区広域連合では、介護保険事業の適正な運営を図るため介護保険運営委

員会を設置しています。平成30年度から約3年間、介護保険運営委員会に参画いただ

く市民委員を募集します。

　市民の代表として、介護保険事業の運営に関してご意見をいただきたいと思います。

　なお、委員は市民委員のほか、学識経験者などで構成されます。

対象・定員
　鈴鹿市または亀山市にお住まいの「40歳以上65歳未満の方1名」と「65歳以上の

方1名」（年齢は平成30年4月1日現在）

活動内容
　運営委員会（年3回程度）

　第7期介護保険事業計画の進捗状況の確認、第8期介護保険事業計画策定にかかる

審議、地域包括支援センターに関する事項の審議、指定地域密着型サービス事業所等

の指定及び選定に関する事項等

任　期
　委嘱期間　2018年（平成30年）5月頃～2021年3月31日

報　酬
　本広域連合規定による

申し込み
　4月20日（金）17時（必着）までに所定の応募用紙に必要事項を記入の上、広域連合

介護保険課へ郵送、ファックス、電子メール、または直接持参してください。

　応募用紙は3月下旬に介護保険課で配布するほか、広域連合ホームページからダウ

ンロードできます。

ホームページ　http://www.suzukakameyama-kouiki.jp/
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④

　介護保険制度では、40歳になると原則として住民票の登録がある市町村の被保険者となります。

　ただし、被保険者が他市町村の介護保険施設等（下記の介護保険住所地特例対象施設参照）に入所・

入居して、施設に住所を変更した場合は、住民票の登録がある市町村ではなく、引き続き住所変更前の

市町村の被保険者となります。

　この制度を住所地特例制度といい、施設のある市町村に財政負担が偏らないよう、介護保険制度を安

定的に持続していくことを目的とした制度です。

　平成30年4月より、一部の介護保険適用除外施設※（以下、適用除外施設）における住所地特例の見直

しが行われ、当該施設を退所して介護保険施設等に入所・入居した場合には、原則として適用除外施設

に入所する際に、支給決定や措置を行なった市町村の被保険者となります。

※　障害者支援施設、救護施設等。これらの施設に入所し、要件を満たせば40歳以上であっても介護保険被保険

　者とはならないこととされています。

　介護保険住所地特例対象施設

　　・介護老人福祉施設（特別養護老人ホーム）　　 ・軽費老人ホーム（ケアハウス等）

　　・介護老人保健施設　　　　　　　　　　　　・有料老人ホーム

　　・介護療養型医療施設　　　　　　　　　　　・サービス付き高齢者向け住宅

　　・養護老人ホーム　　　　　　　　　　　　　・介護医療院【平成30年4月から】

住所地特例制度について

〔お問い合わせ〕介護保険課　管理グループ　℡：059-369-3204

Ａ市に障害者支援施設がないため、

Ｂ市の障害者支援施設に入所

現行　：住所地特例により、Ｂ市の被保険者となる。

平成30年４月から：
　　　　住所地特例により、Ａ市の被保険者となる。

Ａ市
（自宅）

Ｃ市
（介護保険施設）

Ｂ市
障害者支援施設
（適用除外施設）

Ｂ市の障害者支援施設を退所し、

Ｃ市の介護保険施設に入所

障害者支援施設等の利用にかかる

支給決定はＡ市が行う。

介護保険適用除外施設における住所地特例の見直し

（例） Ａ市からB市の障害者支援施設（適用除外施設）に入所し、退所後Ｃ市の介護保険施設に入所
　　 した場合



⑤

　介護保険制度は、高齢化社会の進行に伴い、介護が必要な高齢者を、家族だけでなく社会全体で支え

あう制度で、介護保険の運営に必要な財源のうち、約半分を40歳以上の方が負担する介護保険料（残

りは公費）でまかなっています。

　介護保険料は、介護が必要となった人が、介護サービスを利用するときに使われます。

　誰もが安心して介護サービスが利用できるよう、介護保険料の納付にご理解ください。

　65歳以上の方の介護保険料は原則として年金から天引きとなる「特別徴収」による

納付となりますが、一時的に納付書や口座振替によって納付する「普通徴収」になる

ことがあります。納付方法が変更になる際には、納め忘れてしまうことがありますので、

次のような場合にはご注意ください。

　■65歳になったとき
　■介護保険料が増額または減額になったとき
　■年金が一時差し止めになったとき
　■鈴鹿市、亀山市外から引っ越してきたとき
　普通徴収の期間は、市から納付書を送付させていただきますので、納付書でのお支

払いをお願いします。また、口座振替にしていただくと納め忘れがなく便利です。金

融機関で手続きができますので、ぜひご利用ください。

　未納期間に応じて、介護サービスを利用した際の費用の支払いについて、保険給付のた

めの申請が必要となったり、自己負担額が増えたりする等の処分の対象となります。

　納付にお困りの方は、お住まいの市の下記の担当課（室）までお早目にご連絡ください。

　分納などの納付相談ができます。

介護保険料の納め忘れにご注意ください

介護保険料の納付にご理解を

〔お問い合わせ〕鈴鹿市にお住まいの方　鈴鹿市　長寿社会課　℡：059-382-7935
 　　　　　　　　亀山市にお住まいの方　亀山市　保険年金室　℡：0595-84-5005

納付にお困りの方は

介護保険給付額の減額
高額介護サービス費・高額医療合算
サービス費・特定入所者介護サービス費
（負担限度額認定）の支給対象外

費用をいったん全額自己負担し、
申請により後で保険給付

介護保険料を未納のままにしておくと…

1年 2年
納期限 納期限から1年以上過ぎた介護保険料が未納 納期限から2年以上過ぎた介護保険料が未納



　介護相談員派遣事業は、介護相談員が派遣希望のある介護サービス事業所を訪問し、利用者や家族の

話を聞き、相談に応じることで、利用者等と介護サービス提供事業者及び行政との橋渡しをしながら、

利用者等の希望を伺い、疑問や不満の解消を図るとともに、介護サービスの質的な向上を図ることを目

的としています。

　介護サービスを利用している方の中には、遠慮する気持ちや認知症などの症状でうまく意志

を伝えることができない場合があります。介護相談員は、利用者の皆さんの日常の声を聴き、

同じ目線に立つことでどのような状況でも安心して介護サービスを受けていただけるよう活動

しています。

介護保険からのお知らせ

⑥

 

介護相談員派遣事業とは

　介護相談員は、鈴鹿及び亀山市民の中から事業活動の実施にふさわしい人格と熱意を有すると認めた

方を広域連合長が委嘱するもので、現在10名が活動しています。なお、介護相談員は全て、介護相談

員養成研修を受けており、介護相談員に必要な知識や技術等を習得しています。

　また、介護相談員は、介護相談員派遣事業の実施上知り得た利用者等の秘密を他人に漏らしてはなら

ないことになっており、介護相談員を退いた場合も同様です。

　利用者のプライバシーや秘密は必ず守られますので、安心してご相談ください。

介護相談員について

こんにちは！介護相談員です



⑦

【活動事例】

・介護サービス利用者等の疑問や不満、不安の解消に向けた支援

・介護サービス利用者の権利擁護支援（身体拘束廃止への助言・支援、虐待の抑止と早期発見）

・介護サービス利用者間の不公平感の解消や、孤独感の解消等の精神的なサポート　など

介護相談員は、まず利用者から要望や不満等をよく聞いた後、

　　・単なる行き違いや情報不足によるものか　

　　・介護の質に関わるものなのか

　　・個人の好き嫌いによる要望なのか　　　　　　　

など、事実確認を経て見極めます。その上で本人への助言や、事業者側と意見交換を重ねて問題のあり

かを提示し、サービスの質の改善につながる提案をします。

介護相談員の活動

訪問実施状況

介護サービス
　　提供事業所

介護相談員
　【施設と利用者等
　　　　 の橋渡し役】

利用者や家族

広域連合

〔お問い合わせ〕　介護保険課　指導グループ　℡：059－369－3205

訪問事業所数

このポスターが

訪問している施設の

目印です。
事業所の種類

地域密着型通所介護

認知症対応型通所介護

通所介護

小規模多機能型居宅介護

サテライト型小規模多機能型介護

認知症対応型共同生活介護

地域密着型介護老人福祉施設入所者生活介護

地域密着型特定施設入居者生活介護

介護老人福祉施設

介護老人保健施設

有料老人ホーム

4

2

23

3

2

30

2

1

14

5

3

（平成30年1月31日現在）

※広域連合では介護相談員受け入れ施設も随時募集中です。詳細は下記へお問い合わせください。

意見交換

派遣 情報共有、提言等

相談



［公債及び一時借入金］・・・現在高なし

［公債及び一時借入金］・・・現在高なし

 平成29年度上半期財政状況

１　一般会計　　［執行状況］

歳　入 （単位　千円・％） 歳　出 （単位　千円・％）

　平成29年度の鈴鹿亀山地区広域連合の予算について、平成29年9月30日現在の財政状況を

お知らせします。

94,115

13,375

12,005

100

541

61,529

8,910

4,455

72

14

65.4

66.6

37.1

72.0

2.6

⑧

発行／鈴鹿亀山地区広域連合

〒513-0801　鈴鹿市神戸一丁目18番18号　TEL 059-369-3200　FAX 059-369-3202

ホームページ http://www.suzukakameyama-kouiki.jp/　　E−mail  skkouiki@mecha.ne.jp

予算現額 収入済額 執行率款 予算現額 支出済額 執行率款

分担金及び負担金

国庫支出金

県支出金

繰 越 金

諸 収 入

議 会 費

総 務 費

民 生 費

商 工 費

諸支出金

予 備 費

720

67,945

26,834

24,337

100

200

130

16,764

0

11,103

0

0

18.1

24.7

0.0

45.6

0.0

0.0合　計 120,136 74,980 62.4

２　介護保険事業特別会計　　［執行状況］

３　財　産

４　公金の運用状況

歳　入 （単位　千円・％）

（単位　千円）

（単位　千円・％）

4,249,421

2,675,250

200

3,760,579

4,865,038

2,528,396

1

106,519

2,000

844

2,148,553

1,548,951

76

1,681,266

1,945,352

1,204,674

0

0

800,381

4,929

50.6

57.9

38.0

44.7

40.0

47.6

0.0

0.0

40,019.1

584.0

予算現額 収入済額

金　額 利　率 備　考

現 在 高基　　　金

介護給付費準備基金

普通預金

定期預貯金

3,299,612

50,000

0 

0.010 

指定金融機関 

10,000×5金融機関

833,300

執行率款

運用の種類

保 険 料

分担金及び負担金

使用料及び手数料

国庫支出金

支払基金交付金

県支出金

財産収入

繰 入 金

繰 越 金

諸 収 入

合　計 18,188,248 9,334,182 51.3

合　計 120,136 27,997 23.3

歳　出 （単位　千円・％）

予算現額 支出済額 執行率款

総 務 費

保険給付費

地域支援事業費

公 債 費

諸支出金

予 備 費

426,180

17,050,162

702,689

116

4,101

5,000

113,621

6,643,537

107,918

0

0

0

26.7

39.0

15.4

0.0

0.0

0.0

合　計 18,188,248 6,865,076 37.7
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